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２．市区町村名 浜松市 ４．建物設置年月日 昭和49年2月1日 ６．来館者のインターネット接続最大端末数 15台

様式３－1　

　公民館の沿革・年表

　

　写真（図表）貼り付け部分
　
　　●縦型１枚（A2~Ｑ21の範囲）
　
　　　　もしくは
　
　　●横型2枚（参考に縦半分のところに点線を入れているが、
　　　　　　　　　　A2~Ｑ21範囲に収まるのであれば、2枚の写
　　　　　　　　　　真(図表)サイズ大小は問わない。）

　　　　※様式３-２の「２．取組内容」などと関連した
　　　　　 写真（図表）としてください。

昭和49年2月1日　北部公民館として開館
昭和51年度　       優良公民館表彰受賞（静岡県）
昭和52年度　       優良公民館表彰受賞（文部大臣）
昭和58年4月1日　北部公民館付設体育館開館
平成 3年度　    　  国際交流情報コーナー開設
平成13年８月 　 　第１回北部ジュニア公民館スタート
平成19年4月1日　政令指定都市移行
平成25年4月1日　協働センター再編

　左図・写真の説明等など（PRポイントなども可）
★北部ジュニア公民館
地域の中学生が、企画から運営まで行う、地域の子供向けイ
ベント。学校・地域（北部生涯学習ボランティアの会）・行政
（協働センター）が一つになり、異世代の交流と地域コミュニ
ティの活性化を推進することを目的として開始。昨年度、第20
回目を迎えた。例年来場者は2000人を超え、地域住民に親
しまれている。
★北部デジタル協働センターまつり（協働センターまつり）
ｺﾛﾅ禍での協働センターまつりの在り方を検討し、芸能発表や
展示発表の一部をﾃﾞｼﾞﾀﾙ化したことにより、通常開催時と同
様の内容で開催することできた。

１．都道府県名 静岡県 ３．公民館対象人口 42434人 ５．来館者のインターネット接続環境 無線ＬＡＮ（Wi-Fi等）

７．運営主体 市町村教育委員会 指定管理者 ○○地区まちづくり協議会 その他 浜松市

８．来館者数
学級・講座 1456人 貸館、サークル活動 65415人 講演会、展示会等

合計 68,413人
その他 1542人 北部ジュニア公民館・北部協働センターまつり・一斉清掃・体育館一般開放

職員のうち社会教育主事有資格者の数 0人 職員のうち社会教育士の数 0人 合計 37人

10．予算 市区町村予算 委託金 自治組織等予算 寄附等 その他

９．職員数
専任 3人 兼任 0人 非常勤 4人 ボランティア協力者 30人

11．公民館運営審議会 あり なし その他 浜松市社会教育委員会

12．公民館が実
施している、もしく
は、関わっている取
組・事業の分類

子育て支援 家庭教育支援 子どもの体験活動 子ども食堂
若者のまちづくり参画 健康づくり 高齢者の学び支援 障害者の学び支援
ICTの活用 防災 地域学校協働活動 コミュニティ・スクール

ボランティア養成 地域資源を活用した
まちづくり

日本語を母語としない住民
の学び支援 自主夜間中学

その他 認知症を正しく知ろうコーナーの常設（地域包括支援センター高丘等との連携事業）

13．施設の特
徴、魅力

複合施設 図書館 学校 生涯学習センター
その他 市民ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、体育館

自由記述 77の地域活動団体を抱え、子供、障がい者、高齢者と幅広い利用者を有している。

14．各種事業等
で連携・協働して
いる団体等
（団体名記述）

幼稚園・保育所 小中学校 高校 大学
企業 NPO 各種団体 行政機関
図書館 博物館 青少年教育施設 その他

萩丘地区自治会連合会、葵・高丘地区社会福祉協議会・民生委員児童委員協議会、北部生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会、
北部協働ｾﾝﾀｰ地域活動団体、北図書館、浜松磐田信用金庫あずきもち支店、地域包括支援センター高丘　他

浜松市北部協働センター
OPEN 8:30～21:30 H　P https://city.hamamatsu.shizuoka.jp/c-hokubu/hokubu.html

T E L 053-436-5931 SNS

Connecting People !～笑顔でつなぐ地域の輪～ 浜松市北部協働センター



★北部ｼﾞｭﾆｱ公民館では、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加者からの改善点・反省点・意見等をｲﾍﾞﾝﾄ記録集（中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ記録集）に収
録。取組の検証・改善を行い、次年度につなげている。記録集の作成は、中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが中心となり編集している。
★北部ﾃﾞｼﾞﾀﾙ協働ｾﾝﾀｰまつり（協働ｾﾝﾀｰまつり）では、各参加団体や来場者へｱﾝｹｰﾄを実施。多様な意見等を踏まえなが
ら、北部協働ｾﾝﾀｰ運営委員会で報告、検証・改善を行っている。

★Connecting People　協働センターは、人が集い、つながる場所であれ 

★やらまいか　～新たな学び・チャレンジを応援しよう～
★良いアイデアは、”雑談”から始まる 

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

1．異世代の交流により、「豊かな心」を育むことで、地域の輪を広げていく。
2．"地域を大切にする心"を持つ子供の育成
3． 伝統の継承と新たな挑戦　～デジタル化～　「不易と流行の見極め」

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

５．公民館として大切にしていること、大切にしている考え

６．これから公民館をどのようにしていきたいか。次の仕掛けやビジョンなど。

様式３－２　

１．取組を進めた要因・背景、地域課題、住民ニーズなど

２．取組内容（力を入れている活動、特徴的な活動、地域課題解決の活動、運営の工夫など）

３．取組による成果や効果

４．取組の検証・改善を行う仕組み・方法

「北部ジュニア公民館」・・・地域には、幅広い世代、多国籍の住民が住んでおり、子供の人数が多い。しかし、中学生の居場所
があまりなかった。そこで学校・地域・行政が一体となり、イベントの企画や運営を中学生ボランティアに任せることで、地域のボラン
ティア育成、中学生の健全育成の重要な場となり、中学生の居場所作りにもつながると考え、活動をスタートさせた。
「北部デジタル協働センターまつり（協働センターまつり）」・・・ｺﾛﾅ禍でも安全・安心な環境で、地域で積極的に活動する団
体の成果を発表することができるように、発表を映像化（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化）し、多くの住民に視聴してもらえるようにした。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

１．北部ジュニア公民館
（１）地域ボランティア育成の場と健全育成の場　中学生ボランティアが中心となって、
高校生、大学生、社会人のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（北部生涯学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会）と協力しながら、企
画や運営（ﾘｰﾀﾞｰ決め、仕事の割り振り等）をしている。
（２）記録集の作成　活動を後輩に引き継いでいくため、毎年の活動の振り返りや改善
点を記録集にまとめている。その記録集は20年分にも及ぶ。
（３）オンラインイベントに関する技術的指導　ｺﾛﾅ禍でも開催を実現させるため、動画

の撮影・編集・配信等の技術を中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに指導しオンラインで開催を実現させた。

２．北部デジタル協働センターまつり（協働センターまつり）
（１）地域人材の活用　活動団体の発表・活動PR動画等の撮影や編集を業者に依頼
するのではなく、”地域の力”を活かし、地域住民の協力を得て、VTRにまとめ、協働ｾﾝﾀｰま
つり当日に放映した。当日の様子も撮影し、後日協働ｾﾝﾀｰ内で放映した。
（２）団体同士の交流と新たな形での協働センターまつりへの参加意識づくり　動画等
の撮影や編集等デジタル化を通じ、地域活動団体同士の交流が生まれ、協働ｾﾝﾀｰまつり
への積極的な関わりにもつながった。

１．ボランティア活動しやすい環境・体制　来場した小学生が中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに対し憧れ
の念を抱き、将来の中学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが自然に育成されている。ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を通しての人
間形成、自然にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱができる環境・体制ができている。（第20回までのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ
人数…中学生1566人、高校生・専門学生・大学生315人、成人1393人）
２．協働センターが地域の学びの場・居場所　幅広い年代、多国籍の住民が集うこと
で、異世代の交流と地域ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活性化につながり、気軽に足を運べる場、住民のよ
りどころとなっている。
３．地域活動団体の活性化　活動内容を映像化したことから、団体の活動が明確にな
り、新規参加者や問合せが急増した。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

初のオンライン開催となった

第20回北部ジュニア公民館

チャレンジを応援「ダイエット講座」

憧れの中学生ボランティアのお姉さん

子供茶道教室から生まれた異世代交流

北部協働センターまつり

当日の様子を撮影



https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp

SNS等の
QRコード
(なければ
削除)



 



別紙様式 

子供を育む地域活動団体推薦書 

１ 団体名等 

ふ  り が な 

団 体 名 ＮＰＯ法人
ほうじん

 子育て
こ そ だ て

支援
し え ん

の会
かい

 

代表者氏名
ふ り が な

 

住 所 

電話番号 

二橋
に は し

 桂子
け い こ

 

〒430-0841  浜松市南区寺脇町 425 

053-441-6323 

２ 推薦理由（５行程度で簡潔に記入） 

 ＮＰＯ法人子育て支援の会は、今年度で設立 22年目を迎え、子どもたちの学びや育ちを支えるため、

子育て支援や青少年の人材育成など、幅広いボランティア活動を続け、多岐にわたって地域活動に貢献

している。近年は「中高生地域活動リーダー養成講座」に力を注ぎ、自分・人（家庭）・地域を愛する

視点を持った大人を育てたいという思いで事業に取り組み、中高生の成長過程における自立に向けた心

構えと準備を手助けしていることから、地域活性化にも大きく繋がっている。 

３ 活動内容等 

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性 

〇 子どもの教育は親と共に地域全体でサポートする。 

〇 貧困はお互いの理解を深めて信頼関係を確立する。 

〇 すべての人が自分の役割に気付き『あなたがいてよかった』と言われる自

分の居場所づくりをする。 

「中高生地域活動リーダー養成講座」では、青少年が地域の各世代の人々と一 

緒に地域活動の体験学習ボランティアを行い、人と関わり合う能力やコミュニ 

ケーション能力を高め、地域活動の楽しさを知り、故郷への愛着を学ぶことを 

目的として活動している。 

(2) 活動体制等

（連携する団体、  

子供･地域住民 

等の参加状況、 

活動年数等） 

・連携する団体…市内小学校、中学校、高等学校、地区社会福祉協議会、白   

脇地区自治会、青少年育成会議 

・Ｒ３参加状況…・地域活動リーダー養成講座 66人（大人 36 人、子供 30人） 

         ・きらら子ども食堂 600 人（大人 300 人、子供 300 人） 

        ・素敵なパパママ未来体験 242 人（大人 12 人、子供 230 人） 

・平成 13年から活動を開始し、今年で 22 年目の実施となる。 

（3）活動内容及 

び成果 

少年の人材育成として「中高生地域活動リーダー養成講座」（静岡県青少年

指導者初級認定事業）を開催し、地域活動の体験ボランティアを実施すること

で、地域活動におけるリーダーとしての資質や専門的な能力を高めた。また、

様々な世代の人と一緒にボランティアを行うことで、人と関わり合う能力やコ

ミュニケーション能力を高め、地域活動の楽しさを知ることができた。また「す

てきなパパママ未来体験事業」では、小学生を対象に赤ちゃんと触れ合う体験

をすることで、生命の誕生と成長、一人ひとりの命の大切さを学んだ。 

 子育て支援事業として「子ども食堂きらら」を定期的に開催し、地域のボラ

ンティアと一緒に食事を作り提供することで、地域住民とコミュニケーション

を図る場となるだけでなく、地域住民の『子どもの教育を親と共に地域全体で

サポートする意識』を高めている。 

（4）その他 

  特記事項 

 



2016.1（静岡県コミュニティづくり推進協議会冊子より）



 

 

静岡新聞 

2022 年 10 月 15 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域応援ミニコミ誌（1997年創刊）　あさがおだより　2020年11月22日「環境・エネルギー教室」

地域応援ミニコミ誌（1997年創刊）　あさがおだより　2022年1月23日「中高生地域活動リーダー養成講座」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域応援ミニコミ誌（1997年創刊）　あさがおだより　2021年8月22日「すてきなパパママ未来体験」

地域応援ミニコミ誌（1997年創刊）　あさがおだより　2022年6月22日「こども食堂きらら」


